
令和７年度桐生市立清流中学校第１７回卒業式 
３月１３日（金）に卒業式が行われました。８５名の卒業生の門出を祝い、多くのご来賓の

方々、また保護者の皆様をお迎えして温かい感動的な式となりました。 

呼名の際の３年生の返事は、本校での３年間をどう過ごしたかが想像できるような立派な

ものでした。こうやって８５名の卒業生が学び舎を去り、また一つ清流中の伝統が引き継がれた

なと感じました。 

また、このように厳粛で感動的な式になったのは１，２年生のおかげでもあります。前日

までの準備や予行、歌練習など先輩を気持ちよく送り出そうという気持ちが表れたからこそ

で、１，２年生の大きな成長も感じる卒業式でした。４月には２年生は最上級生に、１年生は

後輩を迎えます。ますます来年度が楽しみです。 

 

清い流れは大海 清流中！ 

卒業式の式辞の中にも、この清流中スローガンを引用して、卒業生にエールを送りました。

桐生市内の学校を見ても、このように生徒全員が様々な場面で勇気づけられるスローガンを

持つ学校はないと思います。 

このスローガンは１７年前、当時の東中学校、北中学校、菱中学校の３校が新たに桐生市

立清流中学校として誕生する時に作られたものと聞いていますが、清流中生が夢や希望をも

って学習や部活、学校行事に臨める大変素敵なスローガンだと思います。 

今年度を振り返ると、生徒の様々な活躍が目立った１年でした。体育大会や合唱コンクール

等では３年生のリーダーシップと行事に対する本気の取組に感化された１，２年生が、３年生に続け

とばかり、各クラス盛り上がりを見せました。部活動でも同様です。３年生からのバトンを引き継ぎ、

大会やコンクールで大活躍してくれ、校内が活気づきました。また、

学芸部の生徒たちは現在、お題を決めてそれぞれの作品作りに取

り組み、その作品が玄関を飾っており、来校者の目を楽しませてい

ます。 

もちろん、失敗や挫折があった生徒もいることと思います。

でもそれを自分の成長の糧として活かすことのできる生徒は大き

く成長していく可能性を秘めています。まだまだ中学生は未完成

です。失敗も挫折も間違いもします。それでも、家庭・学校は

お子さんの成長支援の立場で背中を押せる存在でありたいと思

います。 

４月には２年生は最上級生に、１年生は後輩を迎えます。ま

すます来年度が楽しみです。このスローガンのごとく、来年度

の清流中学校の教育活動を充実させていきたいと思います。 

⬆学芸部の作品です。  

新たな１年がスタートする時期にぴったりの作品だと思いませんか。 

学校通信 

清い流れは大海 清流中！ 
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年度末のお別れ退任式 
卒業式、修了式を終え、令和７年度の全ての行事が終了

しました。保護者の皆様のご理解とご協力により本校の教

育活動が無事終了できましたことに感謝申し上げます。大

変ありがとうございました。 

なお、本日の修了式後に退任式が行われ、3月末日をもって本校を去る

以下の職員を全校生徒に紹介し、簡単なお別れの会をしましたのでお知ら

せいたします。本校での勤務の期間はそれぞれですが、保護者の皆様、地域の皆様には大変お世

話になりました。 
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令和８年度も、学習に部活に文化活動に清流中学校の生徒が活躍してくれることを期待していま

す。頑張れ、清流中生！ 

 

 

 

 

 

 

教育活動を充実させるために活用してほしいと、清流中学校の歴代 PTA会長会 会員の皆様か

ら３台のデジカメを寄贈していただきました。また、第○代 PTA会長○○○○様からはさらに３台

の寄贈がありました。大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 

デジカメを寄贈していただきました！ 
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